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ピンビー、突然エンジンがかからなくな|りましたけと キャブの手前のフィツしターまで燃米斗

が上がってきていないし、燃料供給系、つまり追加した電磁ポンプのトラフルであること

は予想がつきました。念のため、タンクからボンプにつながるホースを外してみたところ、

勢い良く燃料が出てきたのα タンクやホース病 吉まっているという心酉己もありません。こ

の日は時間がなかったこともあって、とりあえず電磁ボンプをバイパスさせてエンジ)イ則の

機械式ポンプを使うことに決定。前後で同時に作業をすすめることにしました。電磁ポ
ンプの所にはバイパスに使えるような適当な中間バイプがなかったので間にフューエ

ルフィルターを挟むことで対応することにしました。そんな感じで、まぁ楽勝だろうと思って

いたものの、作業を終えてエンジンを始動してみたら かからなしヽ 相変わらず、キャフ
の手前のフィルターまで燃料が来ません。電磁ボンプにもフィブ

"―
が付いているので、

どこからか燃料/γプの中に異物が入って詰まってしまうということは考えられません。し
かし、この日はこの後の予定もあり、時間切れで作業は中止になりました。他のクルマな

らともかく、ビートルで故障の原因が分からないのは凄ぐ晦しいです。
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古Q編集長、ちょっ

と手持ち無沙汰そう

だなぁと思っていたら、

カーナビを付けてま

した。ピンビーのダッ

シュはフラットなので、

取り付けるのにも苦

労は要りませた この

位置では邪魔になり

そうに見えるかも矢口れ

ません八 元 の々高さ

が低いのでほとんど

気になりません。最近

のポータブルナは値

段は安くてもちゃんと

使えますね。
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¨というわけで 日を改めて再挑戦するこ

とになりました。一見すると右ページの写真

とまったく同じように見えるかもしれませい 、

実はベージの左右でlヵ 月が経過しています

(笑 )。 まず最初は衛くんに一番疑わしい電

磁ポンプの状態をチェックしてもらうことにし

たところ、はやり動きがあまり良くないことが

判明。潔く諦めて交換することにしました。

まぁ確力ヽ こそれが一番の近道ということだけ

は間違いありません。一l底 電磁ポンプを開

いて、中に組み込まれているフィルターの様

子を確認しましたバ ご覧のように別に異常

はありません。

報鑽機機曜闘麟囲拶圏饉腺餞銹圏酬陶ゝⅢ
直接ノウテリーに輸 ノてみたと

ころ、ちゃんと作動していな力つたこ

とが半」明。やっぱり犯人は電磁ポ

ンプだったんですれ も 、それじゃ

なんで機械式ポンプに交換したと

きに作動しな力つたのだろう?

実は発電機をダイナモからオルタに交換する

とき、7Eックオフ代わりにオルタに当たらない形

のポンプを付けておいたのです八そのときに不

用なプンシユロントを入れないで組んでいた1 の

を忘れていたのです。それじゃ動くワケ、ないよね

(笑 )。 電inポンプを交換後は、このようにちゃ

んとフィルターの所まで燃料も上がってきて、何

事もなかったかのよう|コ台動できました。ポンプ

に負荷力淋いらないよう1こ、アース線も導通が良

くなるよう1こ手劾日えました。

古Qジュニアがちゃんとマニュアルの免許を取った

のでピンビーに乗るのか? と思っていたら、嫌がって

乗ってくれないそうです。そこで、古Q家ではピンビーを

レース専用にして、イ可かマニュアルのクルマを導入する

ことにしました。最初はポ回のGTにしようと思っていた

0すとせっかくだから企画にしようということになり、思い

ついたのがこれ。日本にはわずか110台しか正規輸入

されていないという幻の限定車、ヽヤυコルフ・カントリー

を復活させようという新プロジェクト。実はBISの山崎社

長も自分の趣味でこのクルマを使おうと思い、以前か

ら色 と々レアなノ‐ツをストックしていた模オ逸コリ
"Ⅱベースです力ヽ ゲレンデバーゲンと同じプフが作ったク

ルマだし、色 と々面白いことができそうだなぁ。
激
隆
澪広大なBSのストックヤード

で久 に々コルフ・カントリー

に対面し、みんなちょっと興

奮気嘱「ボディをジェッタ

に改造しよう」「ゴルフⅢの

GTiエンジンを載せましょうJ

とかなんとか 。みんな好

き勝手なこと言ってます。
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